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心臓大血管手術は、その侵襲性により一般的に術後出血量が多い。特に、破裂性胸部大動
脈瘤や急性大動脈解離の緊急手術においては、凝固能障害による出血傾向により大量の輸
血(濃厚赤血球液、新鮮凍結血漿、血小板など)が必要となることがある。最近では上記に
対する対策として、新鮮凍結血漿を低温で融解し遠心分離して得られるクリオプレシピ
テート（凝固第8因子）を手術直後に静脈内投与することで止血を得る試みが行われ、その
効果が実証されつつある。しかし、このクリオプレシピテート（凝固第8因子）は日本赤十
字社の血液センターでは製剤されていないので、自施設での製剤が必要となる。
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